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▼静岡空港の南側に広がる牧之原市坂部地区にある“坂5町内会”は約
200世帯500人程の町内会で、農業従事者が多く住んでいる。平成25年、
希薄になった地域の絆を再び深めようと、気軽に集まる高齢者の居場所
づくりを目的に始めた。「子どもから大人まで幅広い人が集まる居場所が
地域にあったら楽しいね」ということから自治会ぐるみで活動が始まり、
住民有志のスタッフ10人の中には、自治会長、副会長もいる。活動は、春
のお花見、夏のファミリービアガーデン、秋の敬老の日、そして冬の節分と
四季折々の活動をしている。
▼去る2月2日には、昔から伝わる豆まき行事を開催。老若男女問わず楽
しんだ。平成26年から始まったお花見会は、最近では新旧役員の交代会
も兼ね参加者も多く、町内会の行事としても定着してきた。子どもから大
人まで、家族同士で楽しむイベントができ、親子や住民同士の絆は深まっ
てきていると感じる。ただ、参加者が固定していることもあり、「“人を集め
る”から“人が集まる”ようにするには、どんな仕掛けが必要なのか考える
ことが今後の課題でもある」と代表の鈴木さんは言う。

◇代表：鈴木一行さん（問合せ・090-2340-7673）

坂部5町内高齢者、きずな塾、きらっとさん実行委員（牧之原市）
人を集めるから人が集まる場所を目指す

　コミュニティづくりの大切さ、地域での話し合
いの進め方などコミュニティ活動を進める上で必
要なスキルや知識を学ぶ講座です。座学だけでは
なく、先進的な活動団体への訪問研修も行います。
　地域で活動されてい
る方や地域活動に関心

のある方はぜひ御参加ください。
　なお、申込受付等の詳細につきましては、関
係機関等を通じて別途改めてご案内します。

★コミュニティカレッジ
　地域づくりについての知識や手法を学ぶ

趣　旨
　この事業は、人々が協力し合って住みよい地域をつくるために活動する
集団を「コミュニティ活動集団」として 2年間指定し、活動に必要な経費
の一部を助成することによって、地域の先導的役割を担う活動集団の育成
支援を行うものです。

指 定 の 期 間：毎年度 4月から次年度３月までの 2年間とします。
活動経費の助成：募集集団数 15 集団。活動経費として 1 集団当り、初年

度 7万円、翌年度 3万円を助成します。
活動集団の指定：申込みに対してその内容を審査し、指定します。
募 集 開 始：4月中旬

★コミュニティ活動集団育成事業

募集します
※お問い合わせ、お申し込みは当協議会へ



団体の継続に着目し紹介します。

左から加藤会長、情報通信員の齋藤さん

児童が配達、地域の皆さんにも味わっていただきます

天間地区生涯学習推進会

42年目も児童といきいき米作り
〜三世代の融和と連帯の地域づくりを推進中〜

地域全体で米作り
　天間地区生涯学習推進会は、6町内会から選出さ
れた150人の役員からなる。概ね4つの専門部に分
かれて、体育祭や文化祭、登下校見守りパトロール
等の活動をしており、米作りはその中の青少年育成
部が主に携わっている。
　当初の米作りは学校主導で農家の方が手伝って
いたが、平成14年に週休二日制が始まり学校主導
で行うことが困難となり、青少年育成部がお手伝い
をすることになった。それまでは大人が整備した田
んぼに田植え体験するだけだったが、ここ数年前か
ら地域内の各種団体にも協力を仰ぎ、地域全体で米
作りに関わってもらうようにした。また田んぼの管理
をきちんとすることで収穫高を200キロから300キ
ロへと増やした。収穫米は学校だけでなく住民にも
配布され、地域を潤す材料となっている。

米作りの魅力を丸ごと体験！
　天間小学校の米作りの特徴は、最初から最後まで
の工程を子どもたちが経験すること。田おこしに始
まり、代掻き、田植え、草取り、稲刈り、脱穀、荒起こし
という米作りの過程を4年生から6年生の間に経験
する。収穫米は、学校で行われる収穫祭でのお餅つ
きや給食でお赤飯として出される他、地域内の福祉
介護施設への寄贈、「梅まつり」での投げ餅、そして
まつりに参加できない高齢者のお宅にはお赤飯を
子どもと大人で配布しており、その数180軒余り。と
ても好評だという。（高齢者の中には、昔米作りに参
加して懐かしく憶う人もいるだろうなぁ・・）
　農作業は小学校の総合授業と土日に行われ、保護
者や各種団体の他、市民も参加する地域のイベント
でもある。スタートした頃の小学生は、今まさに親と
なって参加している。

思いが大きな流れとなって
　なぜ、天間地区がこの活動を続けてこられたのだ
ろうか。その秘密が知りたくて、いろいろ質問してみ
た。休耕田を無償で貸してくださる方、水の管理にも
気を配る役員、将来地域を担う人材を育てるんだと
いう地域の人たち、校長先生の理解・・・・たくさんの
人たちの思いが大きな流れとなっていったことを伺
うことができた。
　開校当初約800人いた小学生も今は約300人。77
歳以上の敬老者780人。少子高齢化が進む天間地
区。（しかし、ピンチはチャンス！）「地区で育った子ど
もが将来この地区を支える人になっていく」加藤さ
んの言葉から、子や孫へと次の世代へとバトンが渡
され、さらに発展していく天間地区がイメージされて
いるように感じた。「お互いの顔の見える交流が今後
どうなっていくのか」またいつか新たな未来の天間
地区を紹介できることを期待したい。

◇代表：加藤　崧さん（問合せ・090-7433-7630）
　【情報通信員・齋藤立己】

田園地帯に開校した

小学校からのスタート
　富士市の中心街から北西へ車で20分ほどの場所
に、市内有数の縄文遺跡が眠る天間地区（約2,383
戸）がある。昭和59年、富士市のベットタウンとして
宅地開発が進み住宅環境の整備された宅地が広が
る鷹岡地区から分離独立した行政区として誕生し
た。
　市立天間小学校では、創立当初から体験授業の一
環として「米作り」がスタートし今年の春で42年目を

迎える。その米作りを通して学校と地域をつなぐ天
間地区生涯学習推進会を訪ねた。訪問したのは、２
月。ちょうど年度最後の行事である「梅まつり」が終
わり、梅の花が香りを漂わせていた。地区創設時に
建てられた「まちづくりセンター」にて、会長の加藤
さんにお話を伺った。元サラリーマンの加藤さんは、
定年後に地域活動デビューし、平成23年から５代目
の会長として活動を続け、米作りにも積極的に携
わっている。

レポート：髙村　光　編集委員

富士市
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郷土の偉人山田長政献茶供養祭 富厚里山田長政
史跡保存会

富厚里産の新茶を供え偉人の労をねぎらう

静岡市 日々の暮らしにエネルギーを！ 渋川いきいき広場

歓声が上がる豆まき会

浜松市

それぞれのスタイルで見守り活動 ときわっ子を守る会

雨の日、風の日、児童を見守る

湖西市郷土を愛する心を一つに 川根さわやか
有志会

年に１度の発表会「お楽しみ会」に向け、練習に励む姿

島田市

明治町のちいさな文化展 明治町町内会

文化展は住民同士のコミュニケーション手段

森町

▼舞踊をたしなんでいた小長谷代表は、家に引きこもりがちな山村農家
の高齢者を元気づけ、川根地域を活気づけたいと思いを抱いていたこと
から、平成６年の退職を機に踊りのグループを立ち上げた。現在、太鼓や
舞踊など7グループ、総勢30人が昼夜を問わず月2回練習に励んでいる。
▼去る１月26日には「高齢者手作り演芸お楽しみ会」を開催した。年に
１回地域住民と一緒に楽しむ会の開催に、会員の練習も一段と熱が入
る。当日は市内外から訪れた350人を前に、本格的な踊りからお笑い演
目を披露。「面白くてトイレに行くのが惜しい」と来場者から感想があっ
た。
▼最盛期には100人いた会員は30人になったが、26年間の活動は、顔
なじみの住民の輪を広げ、高齢者の孤立を抑止し、川根地域の活性化と
生きがいづくりに貢献してきた。今年で85歳になる代表は「家族の理解
に感謝し体の動く限り皆さんと頑張りたい」と力強く語った。
◇代表：小長谷しげさん（問合せ・0547-53-2792） 【情報通信員・池田　弘】

▼平成18年、岡崎小学校からの呼びかけで自治会OBや有志が集まり、
登下校の見守りや危険箇所のパトロールなど児童の安心安全な環境
をつくろうと「ときわっ子の会」が発足した。
▼会の特徴は「見守り場所や時間は厳密に決まっていない」こと。57
人いる会員がそれぞれ「必要だと思う場所」を担当。道路の掃除をしな
がら見守る方、朝の散歩をしながら見守る方、学校の花壇の清掃をし
てから見守る方とスタイルはそれぞれである。
▼地区内に小・中学校があるため、9年間地域の大人に見守られなが
ら登下校する子どもたち。短い時間の触れ合いだが「町なかで子ども
たちから声を掛けられると励みになる」と会員の竹島さん。また教頭先
生は「何かあると学校へ報告をしてくれるので素早く対応ができ助か
ります」とのこと。
▼会の高齢化が進んでいることを踏まえ、今後は会員だけでなく住民
も一体となっての活動を目指している。
◇代表：小林三千夫さん（問合せ・053-577-0003（岡崎小学校）） 【情報通信員・竹島清一】

▼藁科川中流地域にある富厚里地区では、毎年新茶が出た後「山田長
政献茶供養祭」が行われている。生立ちに諸説ある山田長政だが、江
戸時代前期にタイを舞台に活躍し、一地方の王国の王になった。この
偉人の功績を称えようと平成18年から供養祭が始まった。
▼富厚里には昔から山田長政の生誕の地と伝承はあったが裏付ける
ものがなかった。平成2年頃、佐藤信男さんが畑の墓石を片付けたとこ
ろ他とは違うものを見つけ、仲間を集い調査、研究を進めていった。こ
れがきっかけとなり会が発足。伝承は確信となり、住民から一口1万円
の寄付を募り供養塔を建立。郷土の誇りが形になった瞬間だった。
▼供養祭では、大林寺住職の読経やお茶の産地である事から新茶を
奉納。参列者には一煎茶がプレゼントされる。現在会員30人、平均年
齢75歳。会としての活動は少々停滞しているが、供養祭は郷土の誇り
を忘れぬよう伝統行事として続けて行きたい。

◇代表：佐藤則夫さん（問合せ・090-8730-4718） 【情報通信員・酒巻みち子】

▼毎月第2土曜日になると北区引佐町にある渋川生涯学習センターか
ら笑い声が聞こえてくる。渋川地域の親子や高齢者が訪れ、健康体操
や工作、おしゃべりなどで楽しい時間を過ごしている。
▼毎回25人程が参加。高齢者を中心に親子や子どものみの参加もあ
り、1歳から90歳まで一緒にゲームを行いハプニングを楽しんでいる。
地域の高齢化もあり、参加者が年々減少していることが悩みだが、4年
前カフェを併設し、セミプロの腕前を持つ会員の手作りパンやお菓子
を販売するなど参加者の呼び込みを工夫している。
▼平成19年に「世代間交流と健康寿命を延ばす」を目的として、渋川
に住む3人の有志で始まった活動も13年目を迎えた。「開設後は住民
同士の声掛けが多くなった。この地で楽しく安心して暮らすためにこ
の活動を続けていきたい。」と桑本代表は明るく言う。
※当日参加OK！参加費100円で飲み放題。希望者には送迎あり。お待
ちしています！

◇代表：桑本幸恵さん（問合せ・053-545-0146） 【情報通信員・佐藤勝彦】

▼森町役場北側に広がる明治町町内会は、74世帯約200人の住民が
住んでおり、毎年1月に町内会主催の文化展が開催される。「文化活動
の向上と町民の連帯を強めよう」と昭和61年から始まり、今年で34回
目を迎えた歴史ある文化展である。
▼町内会役員4人が実行委員となり出展を呼び掛け、今年は50人が出
展。子どもの習字、昔の写真や資料、古道具や俳句、手芸が展示され、
特に古い街並みや大人たちの子どもの頃の写真などは、来場者の会
話のきっかけになり昔話に花が咲く。
▼以前はいくつかの町内会でも開催していたが、近年は2町内会だけ
となった。明治町でも少子高齢化が進み、いつまで開催できるか不安
もある。しかし、同じ町民でも日頃ゆっくり話す機会は案外少ない今だ
からこそ、お茶を飲みながら町内会や森町の歴史を知り、隣人の趣味
を褒め合いながら交流の深まる文化展を継続していきたい。

◇代表：鈴木　實さん　 【情報通信員・山田勝恵】
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地域活動情報� この詳細はホームページでご覧になれます（アドレス　http://www.sizcom.jp ）

№ 市　町 活　動　名 主　催　者 趣旨・目的 月　　　日

1 南伊豆町 カレーフェスin南伊豆 NPO法人伊豆未来塾 地域コミュニティ機会の提供や出店店舗の町内へのＰ
Ｒ。 令和2年1月19日（日）

2 伊豆市 自然農法を活用したコミュニティづくり 伊豆天城自然農法長野ファーム 休耕田を活用し自然農法で農産物を栽培して地域を
活性化する。 通年

3 三島市 専任の防災委員を立ち上げました 芙蓉台自治会 複数年係わる専任者で防災委員会を発足。 月１回程度　

4 富士宮市 いけばな展による華道文化の向上と普及 富士宮市華道連盟 華道文化の向上と普及を図る、生活文化の発展に貢
献する。 各流派　通年

5 藤枝市 心豊かな子どもの育成　　 
～子ども会活動発表会～ 藤枝市子ども会世話人連絡会 子ども会活動の持つ役割や意義について理解と協力

を求める。 令和2年1月26日（日）

6 島田市 伊久美の里に春を呼ぶ「やまゆりいくみ
春まつり」 農事組合法人いくみ 都会では求められない山間地の特性を活用し地域振

興策に努める。 年１回

7 島田市 地域住民の守り神　「神座の虚空蔵さ
ん」の縁日 神座虚空蔵を守る会 地域の守り神を住民で敬いつないでいく。 令和2年2月23日（日）　

8 御前崎市 人と人との交流の場に 一休み処つくし 訪れた人たちの交流発展の場を提供する。 通年

9 袋井市 個性豊かな作品づくりを続けて34年 革工芸同好会 個性豊かな作品を作り手作りの喜びを感じ合う。 月2回

10 磐田市 手話が広がる明日をめざして！ 手話サークル磐友会 ろう者の書籍である手話を学び交流する。 週1回　木曜日　 
午後７時～
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クローズアップ

　天浜線原谷駅前を南北に走る通りは、かつて70もの商
店があったが、今は９割のお店が閉まりシャッター通りと
なっている。その商店街の空き店舗を利用し地域住民の
居場所をつくろうと昨年10月に立ち上げた「ほっと茶屋」
を訪問しました。開設して半年足らずの活動ですが、この
レポートから何かを感じ取ってくださればと思います。

80歳、どう生きるのか
　発起人の1人柴さんは３年前に80歳を迎え、今後の生
き方を考えた時に「着るものと食べるものは自給自足しよ
う」という思いから、縁あって東京から掛川市原谷へ移
住。歴史の研究をしていたことから自宅を開放し講座やお
茶会などを開催するも、地元の方の参加が少ない事が気
になっていました。自宅より通りに面した場所の方が参加
しやすいだろうと考え、駅前の空店舗を借り、HOT（熱く）
ほっと一息つく場所にしたい思いを名前に込め、はじめる
ことに…。

楽しくいき粋とした交流と文化を伝える居
場所を目指す
　定期的に月1回の絵手紙教室とお茶会、水曜日の午後
に店舗を開放。また月１回「女性が語り合う会」「江戸期の
女性の生き方」などの講座を開催。参加者には1回200円
の資料代をいただいている。今後は不定期だが、布で遊ぶ
ワークショップや地産地消のお食事会などを企画中。

居場所に大切な“はじめの一歩”
　活動を支える仲間の４人に、ほっと茶屋について聞い
てみると「柴さんを通じて集まる人たちとのつながりが魅
力的」「知らない人とも話しができる出会いの場」「敷居が
高く感じているのか遠慮している人がいるが、一度足を運
んでほしい」とのこと。
　シャイな方が多いのか、まだまだ訪れる人が少ないこ
とが課題。「一歩足を踏み入れると素敵な出会いがある場
所」「行ってみたいけど、その一歩が踏み出せない」ほっと
茶屋もそんな気持ちを理解しながら地元の居場所にして
いきたいと日々歩んでいます。
　取材中、店舗を訪れた女性がいました。初めてほっと茶
屋を訪れたご近所に住む鈴木さんは「何やってる所なの
かなと思っていた。今日は電気が点いて人がいたから入っ
てみた」とのこと。はじめの一歩を踏み入れた鈴木さんが
友だちを連れてきたら大きな一歩となる！ほっと茶屋は
今始まったばかり。いつかシャッター通りに笑い声が聞こ
え、活気あふれるようになることを願います。

◇発起人：柴　桂子さん、服部　克さん
（問合せ・090-3098-5016（柴さん））
【情報通信員・柴田清一】

取材の１コマ
右から藤井さん、鈴木さん、
柴さん、事務局、山下さん、
鈴木けさん、レポーター、
柴田さん

１月のお茶会は
料理を持ち寄り
お酒も入って
賑やかに

絵手紙教室に
参加しませんか？

ほっと茶屋（掛川市）

シャッター通りに笑い声が
聞こえる居場所を

地域の方々に感謝
　様々な活動を続けていく中で地域の方々と関わ
る機会も増え、整備活動中や地域のお祭りに参加さ
せていただいた際には声を掛けられることが以前と
比べて増えたように感じます。またCO-COが主催し
たイベントでとったアンケートでは、外部の団体を
地域に招くことに賛成だという意見も多くみられ、
自分たちのやってきたことが認められ受け入れてい
ただけるようになったことを改めて感じることがで
きました。
　イベントには多くの子どもたちの参加があり、そ
の親御さんたちからも「お兄さんお姉さんと遊べる
と喜ぶ」「次はこんなことを一緒にしてほしい」とあ
りがたい言葉をいただきとても嬉しかったです。

これからの課題
　しかしその一方で苦戦していることも多くありま
す。まず地域でのCO-COの認知度です。少しずつ改
善されてはいますが、まだまだ我々が地域に入らせ
ていただいていることを知らない方や、名前は知っ
ているけれどどんな団体か知らない方のほうが多
いと思います。これからは大内での活動を外部に伝
えることはもちろんですが、同時に地元の方との交
流の場を増やし、感謝の気持ちに加えて活動や環境
問題について伝えていくことにも力を注いでいけれ
ばと思います。
　次に活動内容についてです。CO-COが主催で行
う地域のイベントを企画する際には①自分たちのや
りたいこと②地域に求められていること③自分たち
にできることの３要素が重なる点を探すのですが、
やりたいことが先行してしまったり、学生という立場
や人数の観点から実現不可能だと判断されること
が多々あり苦戦することがあります。こちらの課題も
先ほどと同様に地域の方との交流を深めることで求
められていることを知り、住民の方々を巻き込んだ
企画を実施していくことが大切だと感じています。
これからも“大学生だからこそできること”を考えな
がら目的に向かって邁進していきたいと思います。
　これまで読んでくださりありがとうございました。

12期代表　後藤駿弥

県内を代表する地域づくりに携わる先生方に“変わる世の中変わ
らないコミュニティの役割”についてお話ししていただきました。

私たち、 地域で共に活動し学んでいます！

静岡県立大学環境サークルCO-COと申します
2010年から静岡市清水区大内地区に入って活動している大学生サークルCO-COさん。
連載最終回となる今回は、地域へ入り活動をしての率直な思いを語っていただきます。

小学生向イベント「竹鉄砲づくり」記念にパチリ

コミュニティ活動賞の表彰式

設立40周年記念事業コミュニティ・フォーラム2020を開催しました
2020年2月18日（火) 10時～15時
静岡市グランシップ“変わる世の中変わらないコミュニティの役割” 
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鈴木けさん、レポーター、
柴田さん

１月のお茶会は
料理を持ち寄り
お酒も入って
賑やかに

絵手紙教室に
参加しませんか？

ほっと茶屋（掛川市）

シャッター通りに笑い声が
聞こえる居場所を

地域の方々に感謝
　様々な活動を続けていく中で地域の方々と関わ
る機会も増え、整備活動中や地域のお祭りに参加さ
せていただいた際には声を掛けられることが以前と
比べて増えたように感じます。またCO-COが主催し
たイベントでとったアンケートでは、外部の団体を
地域に招くことに賛成だという意見も多くみられ、
自分たちのやってきたことが認められ受け入れてい
ただけるようになったことを改めて感じることがで
きました。
　イベントには多くの子どもたちの参加があり、そ
の親御さんたちからも「お兄さんお姉さんと遊べる
と喜ぶ」「次はこんなことを一緒にしてほしい」とあ
りがたい言葉をいただきとても嬉しかったです。

これからの課題
　しかしその一方で苦戦していることも多くありま
す。まず地域でのCO-COの認知度です。少しずつ改
善されてはいますが、まだまだ我々が地域に入らせ
ていただいていることを知らない方や、名前は知っ
ているけれどどんな団体か知らない方のほうが多
いと思います。これからは大内での活動を外部に伝
えることはもちろんですが、同時に地元の方との交
流の場を増やし、感謝の気持ちに加えて活動や環境
問題について伝えていくことにも力を注いでいけれ
ばと思います。
　次に活動内容についてです。CO-COが主催で行
う地域のイベントを企画する際には①自分たちのや
りたいこと②地域に求められていること③自分たち
にできることの３要素が重なる点を探すのですが、
やりたいことが先行してしまったり、学生という立場
や人数の観点から実現不可能だと判断されること
が多々あり苦戦することがあります。こちらの課題も
先ほどと同様に地域の方との交流を深めることで求
められていることを知り、住民の方々を巻き込んだ
企画を実施していくことが大切だと感じています。
これからも“大学生だからこそできること”を考えな
がら目的に向かって邁進していきたいと思います。
　これまで読んでくださりありがとうございました。

12期代表　後藤駿弥

県内を代表する地域づくりに携わる先生方に“変わる世の中変わ
らないコミュニティの役割”についてお話ししていただきました。

私たち、 地域で共に活動し学んでいます！

静岡県立大学環境サークルCO-COと申します
2010年から静岡市清水区大内地区に入って活動している大学生サークルCO-COさん。
連載最終回となる今回は、地域へ入り活動をしての率直な思いを語っていただきます。

小学生向イベント「竹鉄砲づくり」記念にパチリ

コミュニティ活動賞の表彰式

設立40周年記念事業コミュニティ・フォーラム2020を開催しました
2020年2月18日（火) 10時～15時
静岡市グランシップ“変わる世の中変わらないコミュニティの役割” 
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地域情報をお寄せ下さい！地域情報をお寄せ下さい！

静岡県
コミュニティづくり推進協議会
〒420-0856 静岡市葵区駿府町1－70
 総合社会福祉会館3階

【TEL】 054-251-3585
【FAX】 054-250-8681
【URL】 http://www.sizcom.jp
【E-mail】sizucom0829@po.across.or.jp

右上：坂５の５を人文字挑戦、わかるかな？
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シャッター通りに笑い声が聞こえる居場所を（掛川市）
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▼静岡空港の南側に広がる牧之原市坂部地区にある“坂5町内会”は約
200世帯500人程の町内会で、農業従事者が多く住んでいる。平成25年、
希薄になった地域の絆を再び深めようと、気軽に集まる高齢者の居場所
づくりを目的に始めた。「子どもから大人まで幅広い人が集まる居場所が
地域にあったら楽しいね」ということから自治会ぐるみで活動が始まり、
住民有志のスタッフ10人の中には、自治会長、副会長もいる。活動は、春
のお花見、夏のファミリービアガーデン、秋の敬老の日、そして冬の節分と
四季折々の活動をしている。
▼去る2月2日には、昔から伝わる豆まき行事を開催。老若男女問わず楽
しんだ。平成26年から始まったお花見会は、最近では新旧役員の交代会
も兼ね参加者も多く、町内会の行事としても定着してきた。子どもから大
人まで、家族同士で楽しむイベントができ、親子や住民同士の絆は深まっ
てきていると感じる。ただ、参加者が固定していることもあり、「“人を集め
る”から“人が集まる”ようにするには、どんな仕掛けが必要なのか考える
ことが今後の課題でもある」と代表の鈴木さんは言う。

◇代表：鈴木一行さん（問合せ・090-2340-7673）

坂部5町内高齢者、きずな塾、きらっとさん実行委員（牧之原市）
人を集めるから人が集まる場所を目指す

　コミュニティづくりの大切さ、地域での話し合
いの進め方などコミュニティ活動を進める上で必
要なスキルや知識を学ぶ講座です。座学だけでは
なく、先進的な活動団体への訪問研修も行います。
　地域で活動されてい
る方や地域活動に関心

のある方はぜひ御参加ください。
　なお、申込受付等の詳細につきましては、関
係機関等を通じて別途改めてご案内します。

★コミュニティカレッジ
　地域づくりについての知識や手法を学ぶ

趣　旨
　この事業は、人々が協力し合って住みよい地域をつくるために活動する
集団を「コミュニティ活動集団」として 2年間指定し、活動に必要な経費
の一部を助成することによって、地域の先導的役割を担う活動集団の育成
支援を行うものです。

指 定 の 期 間：毎年度 4月から次年度３月までの 2年間とします。
活動経費の助成：募集集団数 15 集団。活動経費として 1 集団当り、初年

度 7万円、翌年度 3万円を助成します。
活動集団の指定：申込みに対してその内容を審査し、指定します。
募 集 開 始：4月中旬

★コミュニティ活動集団育成事業

募集します
※お問い合わせ、お申し込みは当協議会へ

※講義内容については後日確定します。

回数 予定日 10：00～12：00 13：00～16：00 会　場

1 6月27日
（土）

・開講式　講義
 「コミュニティとは」

アイスブレイク/講義
「連携・協働とは」 県総合

社会福祉会館
2 7月4日

（土）
講義
「地域の活力」

講義
「ささえあうコミュニティ」

講義
「話し合いの進め方」

3 7月中 活動集団現地訪問（県内3カ所選定） 1カ所に参加

4 8月29日
（土） ワークショップ「コミュニティ実施計画づくり」 JR静岡駅構内

パルシェ貸会議室

5 9月5日
（土）

10：00～11：30 11：30～12：00 県総合
社会福祉会館記念講演「未定」 閉講式


